




　本報告書は,昭和 49 年の「母子の健康と遣伝的要因に関する研究」,昭和 50

年の「心身障害の発生予防に関する遣伝学的研究」に続く第 3 年度の研究報告

書であって,今期の「厚生省心身障害研究遣伝研究班」の最終報告である。

　今日の医学教育は言うに及ばず,日常の診療・疾病予防活動において,人類遺

伝学がきわめて重要視されるようになったことについては,改めて多言を要し

ないであろう＊。人類の健康を障害する諸々の疾患の中には,個体の遺伝子型

その他の内的要因が発病と密接に関連する数多くの疾患があるが,このような

疾患から個人,家族,集団が受ける影響を無視できない時代が到来しているので

ある。既刊の報告書にもくり返しのべたように,すべての出生児の5%ないし5.5%

は,その後の生活途上において,この種の疾患の何れかに罹患するものと推定さ

れている。


